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まえがき 

この規格は，工業標準化法に基づき，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本

工業規格である。これによって，JIS A 6208:2015 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本工業規格          JIS 
 A 6208：2018 
 

コンクリート及びモルタル用合成短繊維 

Polymer short fibers for concrete and mortar 

 
1 適用範囲 

この規格は，コンクリート及びモルタルに混入する，呼び長さ 80 mm 以下の合成繊維の短繊維（以下，

合成短繊維という。）について規定する。 

なお，技術上重要な改正に関する旧規格との対照表を，附属書 D に示す。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS A 0203 コンクリート用語 

JIS A 1101 コンクリートのスランプ試験方法 

JIS A 1106 コンクリートの曲げ強度試験方法 

JIS A 1108 コンクリートの圧縮強度試験方法 

JIS A 1116 フレッシュコンクリートの単位容積質量試験方法及び空気量の質量による試験方法（質量

方法） 

JIS A 1118 フレッシュコンクリートの空気量の容積による試験方法（容積方法） 

JIS A 1128 フレッシュコンクリートの空気量の圧力による試験方法－空気室圧力方法 

JIS A 1132 コンクリートの強度試験用供試体の作り方 

JIS A 1150 コンクリートのスランプフロー試験方法 

JIS A 8611 建設用機械及び装置－コンクリート外部振動機 

JIS K 7121 プラスチックの転移温度測定方法 

JIS K 8574 水酸化カリウム（試薬） 

JIS K 8575 水酸化カルシウム（試薬） 

JIS K 8576 水酸化ナトリウム（試薬） 

JIS L 0105 繊維製品の物理試験方法通則 

JIS L 0204-2 繊維用語（原料部門）－第 2 部：化学繊維 

JIS L 0208 繊維用語－試験部門 

JIS L 1013 化学繊維フィラメント糸試験方法 

JIS L 1015 化学繊維ステープル試験方法 

JIS L 1017 化学繊維タイヤコード試験方法 

JIS R 5201 セメントの物理試験方法 

JIS Z 8802 pH 測定方法 


